
１）２０１０．８・６ヒロシマ大行動を成功させよう！ 
参加と賛同（派遣カンパ）をお願いします。 
４月米ＮＰＲ（核戦略の見直し）、５月ＮＰＴ（核不拡散条約）会議では、「核廃絶への前進」など何もなく、米ロ英仏中の核

保有５大国の核独占はますます強化され、イランや北朝鮮への核攻撃の可能性はますます高くなりました。 

韓国の哨戒艦「天安」の沈没事件は、北朝鮮の仕業とされ朝鮮半島戦争勃発の危機がつくりだされました。鳩山、菅政

権はこの情勢に乗っかって沖縄・普天間基地の移設先は辺野古だと打ち出しました。 

しかし、韓国統一地方選は与党ハンナラ党の大敗に終わりました。民衆は、李明博政権の戦争策動にＮＯをつきつけま

した。私たちは世界の核戦争を拒否する民衆と共に、８・６ヒロシマ大行動を大成功させましょう。普天間基地即時撤去、辺

野古新基地建設反対、日米安保粉砕、菅政権打倒を一つの闘いとして。 

 

●８・６ヒロシマ大行動に参加される方は県連絡会事務局（  ）までご連絡を！ 

●８・６ヒロシマ大行動派遣カンパをお願いします。振込用紙を同封しましたので、ご利用ください。ついでにお支

払いがまだの更新会費があれば、一緒にお願いできたらありがたいです。前倒しのご送金も、大歓迎です。 
 

２）国鉄分割・民営化、1047 名解雇撤回の新たな全国大運動が６・１３をもってスタートしました 

 6 月 13 日、東京・文京シビックホールに 1635 名の仲間が結集して、“国鉄闘争の火は絶対に消さないぞ！”と熱く意思

統一しました。 

 米 ILWU のジャック・ヘイマンさん、韓国民主労総ソウル地域本部のイ・ジェウン本部長をはじめ主要労組の代表 32 名が

新たな大運動の呼びかけ人に加わりました。動労千葉の闘いは、日本より海外の労働者に高く評価され大事にされている

なと強く感じます。 

 当面動労千葉9名、国労闘争

団 4 名の生活と活動を支えるた

めの 1 億円の基金をつくること

が呼びかけられました。皆さん、

この大運動の陣形に参加してく

ださい。 

 

３）千葉会計報告（10.3 月～10.5 月） 
     （省略） 

 

とめよう戦争への道！百万人署名運動 

 千葉県連絡会通信 web 版 
２０１０年 

７月号 



 

４）署名数  ６／１７ 現在 
▼沖縄基地と改憲反対 ６７７筆（＋２３０） 

▼裁判員制度反対 １，７８１筆 ▼星野さん再審・釈放 ７

８８筆 ▼児ポ法改悪反対 30 筆 
 

５）街頭宣伝署名（５／２９～６／１２） 
日時 場所 人数  沖縄 裁判員 国鉄  ビラ 

 計 4 回 10 人 167 筆 13 筆 1 筆 790 枚

※映画「シロタ家の20世紀」の上映会 

● 沖縄署名を6名の方から６３筆、裁判員署名を１名の方か

ら１０筆お寄せいただきました。ありがとうございました。 

● ぜひ署名を県連絡会（ＤＣ会館）までお送りください！ 
 

６）三里塚反対同盟・市東さん等３名奪還 
市東孝雄さん、萩原富雄さん、支援のメンバー３人は、

完全黙秘を貫いて元気に出獄しました。 

市東さんは、何と２３日間も拘留されました。今回の事態

は、政府民主党が三里塚の闘いを恐れ、つぶしたがって

いる証拠でもあります。しかし、これで闘いの意志はより固

まり、団結はさらに強化されました。三里塚 44 年の闘いに

大変な敬意をはらっている韓国民主労総からはすぐさま抗

議と激励のメッセージが届きました。 
 

７）７月の予定 
  （省略） 

 

８）５・１８裁判員制度にとどめを！全国集会 in 

東京・日比谷公会堂 

 
「５．１８裁判員制度にとどめを！全国集会」が日比谷公

会堂で行われ、平日の夜６：３０～の集会にも関わらず、約

１８００名が参集しました。県連絡会は、裁判員制度はいら

ない！千葉県実行委員会の仲間と参加しました。 
 
「国民の８割が反対している。だから、この闘いはまった

く、茨の道ではない。最高裁の竹崎長官が先日の記者会
見で、判決が起訴数の４分の１にとどまっていることにふ
れ、『関係者が過度に慎重になっているのではないか』と

述べた。つまり『適当にやれ』ということだ。”この国を大事”
と思う心を植え付けるのが裁判員制度であり、改憲攻撃そ
のものだ。戦争と改憲の攻撃が強まっている今だからこそ、
絶対反対は時代の先端を行く闘いだ。みんな頑張ろう。私
たちは強い。制度に幕を引く最後の闘いを」 

 
 参加者は高山さんの発言を圧倒的な拍手で確認し、一
層の闘いを展開することを誓いました。集会の大成功を
引き継ぎ、国鉄闘争、安保・沖縄闘争と一体の闘いとし
て、裁判員制度廃止へ闘いを強めましょう。 
 以下は、先頭で取り組んでいるＩさんの友人あてのメール
を編集したものです。 （Ｔ） 
 

各地域の活動グループが横断幕やのぼり旗等を持って

全員壇上に並び、各グループからの短いアピールが延々

と続きそれが終わった時、高山弁護士が颯爽と登場し、壇

上の私たちに「そのまま、そのまま」とねぎらうように会釈し

ながら舞台中央で話し始めました。 

そんな中、印象に残った言葉をいくつか書きます。 

 １、この日比谷公会堂は不思議なところで今まで、歴史

の節目や物事の重大な節目には必ず多勢の民衆が集結

したところなんです。 

 ２、今度、皆さんとこの会場でお会いする時は裁判員制

度を撤廃させた祝杯をあげましょう。 


